
学
校
と
塾
・
予
備
校
の
関
係
性
、
相
互
に

果
た
し
て
き
た
教
育
の
営
為
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
は
、
日
本
の
教
育
を
め
ぐ
る
重
要

な
論
点
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
幼
児
教
育

に
始
ま
り
初
等
教
育
（
小
学
校
）
か
ら
中
等

教
育
（
中
学
校
・
高
等
学
校
）
、
そ
し
て
高

等
教
育
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
）
に
連

な
る
一
貫
し
た
教
育
構
造
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
「
予
測
困
難

な
時
代
、
生
涯
学
び
続
け
る
学
生
の
育
成
」

（
学
士
課
程
答
申
：
中
央
教
育
審
議
会
）
が

謳
う
生
涯
教
育
、
社
会
教
育
に
も
及
ぶ
も
の

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

幼
児
か
ら
生
徒
そ
し
て
学
生
へ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
に
於
い
て
学
校
と
塾
・
予
備

校
は
、
相
互
に
、
か
つ
〝
分
担
的
〞
に
教
育

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
連
携
に

よ
る
教
育
効
果
の
向
上
と
新
た
な
可
能
性
が

望
め
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
「
対

立
的
」
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
塾
通
い
は
子
ど
も
の
自
由
な
時
間
を
奪

う
」
等
の
言
説
が
あ
り
、
学
校
サ
イ
ド
の

「
上
か
ら
目
線
」
の
塾
批
判
が
ま
か
り
通
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
古
い
タ
イ
プ

の
私
立
進
学
校
が
口
に
し
て
き
た
「
塾
い
ら

ず
」
は
、
私
学
の
学
費
負
担
を
「
軽
減
的
」

に
理
由
づ
け
る
説
明
方
法
の
一
つ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
の
「
塾
通

い
」
を
す
る
時
間
ま
で
学
校
に
拘
束
す
る
こ

名
）
で
定
着
を
図
り
ま
す
。
中
学
の
基
礎
・

基
本
と
は
、
検
定
教
科
書
レ
ベ
ル
、
高
校

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
例
年
、
そ
の
8
割
近

く
が
出
題
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
高
1
〜
2
内

容
の
こ
と
で
す
。

発
展
的
学
習
を
望
む
生
徒
に
は
外
部
講
師

に
よ
る
特
別
講
座
（
オ
プ
シ
ョ
ン
、
校
内
予

備
校
）
を
設
定
し
、
国
公
立
2
次
（
前
中
後

期
）
対
策
ま
で
の
〝
合
格
答
案
づ
く
り
〞
を

マ
ス
タ
ー
し
て
も
ら
い
ま
す
。
講
師
は
、
予

備
校
講
師
と
受
験
指
導
に
優
れ
た
本
校
教
員

が
担
当
し
ま
す
。
勿
論
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す

か
ら
校
外
の
塾
や
予
備
校
に
行
く
の
は
自
由

で
す
。
校
内
予
備
校
は
、
７
〜
８
限
を
使
っ

て
中
３
〜
高
３
ま
で
実
施
し
、
教
科
は
英

語
・
数
学
を
基
本
と
し
ま
す
。
高
2
は
国

語
、
高
3
は
国
語
、
理
科
（
化
学
、
物
理
）

を
加
味
す
る
予
定
。
中
１
〜
２
は
、
現
在
、

取
り
組
ん
で
い
る
本
校
教
師
に
よ
る
自
主
講

座
（
英
語
・
数
学
）
を
継
続
し
ま
す
。
平
常

の
授
業
時
間
を
減
ら
す
こ
と
は
単
な
る
生
徒

の
負
担
減
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
番
の
目
的
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
図

り
、
放
課
後
7
〜
8
限
を
使
っ
て
積
み
残
し

を
解
消
す
る
、
も
し
く
は
得
意
教
科
を
さ
ら

に
伸
ば
す
と
い
う
〝
学
び
方
の
選
択
〞
を
導

入
し
、
よ
り
き
め
細
か
く
指
導
す
る
シ
ス
テ

ム
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
&
ビ
ル
ド
に
し
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
（
図
３
参
照
）

共通共通

と
に
よ
っ
て
、
時
と
し
て
深
夜
に
及
ぶ
教
員

の
長
時
間
労
働
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
「
学

校
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
？
」
突
き
つ
け
ら
れ

た
こ
の
〝
問
〞
に
学
校
は
答
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
つ
の
〝
解
〞
が
塾
と

の
関
係
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

校
塾
連
携
の
こ
れ
ま
で
と
〝
今
〞
に
つ
い

て
の
先
行
研
究
と
し
て
「
学
校
教
育
と
塾
産

業
の
連
携
に
つ
い
て
の
一
研
究
」
日
本
教
育

大
学
院
大
学
の
特
定
研
究
費
助
成
金
に
よ
る

共
同
研
究
（
黒
石
・
高
橋
）
が
あ
り
ま
す
。

論
文
は
、
塾
と
学
校
の
連
携
の
現
状
と
し
て

６
つ
の
側
面
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
①
塾
講

師
派
遣
に
よ
る
授
業
提
供
、
②
学
校
の
受
験

生
（
生
徒
）
募
集
支
援
、
③
教
員
研
修
お
よ

び
教
員
紹
介
・
派
遣
、
④
テ
ス
ト
提
供
、
⑤

教
材
提
供
、
⑥
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

た
だ
し
、
現
状
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

し
て
い
る
部
分
と
、
学
校
と
の
関
係
維
持
・

強
化
と
い
う
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
外
で
提
供

さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、
①
学
校

教
員
と
塾
講
師
に
よ
る
研
究
会
や
塾
に
お
け

る
学
校
教
員
研
修
、
塾
か
ら
学
校
へ
の
キ
ャ

リ
ア
・
パ
ス
の
構
築
と
い
っ
た
学
校
と
塾
に

お
け
る
人
材
交
流
、
②
経
営
不
振
に
陥
っ
た

学
校
の
塾
に
よ
る
経
営
代
行
や
私
立
学
校
に

対
す
る
校
長
の
斡
旋
、
③
子
ど
も
を
中
心
と

し
た
生
徒
指
導
に
お
け
る
連
携
等
、
様
々
な

連
携
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
大
学
入
学
新
テ
ス
ト
が
始
ま

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
は
1
9
9
0

年
の
共
通
一
次
試
験
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
へ
の
〝
制
度
改
革
〞
と
は
異
な
り
ま

す
。
周
知
の
通
り
高
校
と
大
学
の
教
育
改
革

を
踏
ま
え
た
高
大
接
続
改
革
と
し
て
の
入
試

改
革
で
あ
り
、
そ
の
後
に
続
く
教
育
と
入
試

の
改
革
の
始
ま

り
で
す
。
そ
こ

で
は
、
校
塾
連

携
の
〝
こ
れ
ま

で
〞
と
〝
今
〞

を
超
え
る
可
能

性
の
拡
が
り
の

な
か
で
、
新
た

な
校
塾
連
携
の

構
築
が
問
わ
れ

る
も
の
と
考
え

ま
す
。
（
図
１

参
照
）

よ
る
大
学
入
試
が
実
施
さ
れ
、
2
0
2
4
年

以
降
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
統
計
等
の

情
報
科
目
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
先
に
は
A
I
が
進
展
す
る
な

か
で
教
育
の
劇
的
な
変
化
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
各
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
急
速
な
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
学
校
は
こ
の
変
化
の
ス
ピ

ー
ド
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

学
校
と
塾
・
予
備
校
・
受
験
産
業
・
民
間
教

育
機
関
と
の
新
た
な
連
携
が
必
然
的
に
求
め

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
前
頁
図
２
参
照
）

先
日
、
某
出
版
社
主
催
の
リ
ー
ダ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
教
育
I
C
T
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
経
済
産
業
省

の
浅
野
大
介
氏
が
登
壇
さ
れ
「
未
来
の
教

室
」
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
学
習

者
が
主
体
的
で
「
個
別
最
適
化
」
さ
れ
た
学

び
を
得
る
た
め
の
「
一
斉
・
画
一
型
の
教
育

方
式
」
へ
の
挑
戦
、
こ
れ
こ
そ
塾
の
教
育
が

実
践
し
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

「
未
来
の
教
室
」
は
、
大
学
教
育
の
未
来
を

考
え
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
す
。
自

身
が
会
長
を
務
め
る
「
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
教
育
学
会
」
の
全
国
研
究
大
会

（
2
0
1
9
年
6
月
）
の
テ
ー
マ
に
す
る
予

定
で
す
。

今
春
、
初
芝
富
田
林
中
学
高
等
学
校
に
平

井
校
長
が
赴
任
し
、
常
務
理
事
小
畑
と
と
も

に
教
育
と
学
校
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
立
命
館
グ
ル
ー
プ

の
学
校
と
し
て
、
大
阪
府
南
部
に
確
固
と
し

た
地
位
を
占
め
る
進
学
校
の
復
活
と
新
た
な

教
育
を
創
造
す
る
学
校
づ
く
り
」
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
と
そ
の
成
果

に
つ
い
て
全
面
的
に
精
査
し
ま
し
た
。
創
立

34
年
の
学
校
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
学
校
評

価
を
軸
に
、
有
識
者
、
卒
業
生
、
保
護
者
会

本
部
役
員
等
と
懇
談
会
を
設
け
て
議
論
す
る

と
と
も
に
、
塾
の
先
生
方
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。
勿
論
、
本
校
の
先
生
と

密
接
に
対
話
・
議
論
す
る
な
か
で
現
状
の
課

題
を
整
理
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
定
着
度
」
で
は
な
く
、

「
量
の
消
化
度
」
で
先
に
進
む
傾
向
が
あ

り
、
生
徒
は
量
を
処
理
す
る
こ
と
に
追
わ

れ
、
定
着
度
が
低
く
な
り
、
大
学
合
格
と
い

う
進
路
保
障
に
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
、
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
改
善
す
べ
き
点
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
順
次
、
〝
大
胆
か
つ
柔
軟
に
〞
対
応
し

て
改
革
を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、
全
教
職
員

が
〝
チ
ー
ム
学
校
〞
を
意
識
し
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
が
確
か
な
〝
伸
び
〞
を
実
感
で
き

る
授
業
を
提
供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し

ま
し
た
。

在
校
生
の
教
科
別
到
達
度
状
況
（
偏
差
値

推
移
）
、
卒
業
生
の
進
路
状
況
、
次
期
学
習

指
導
要
領
、
働
き
方
改
革
等
、
様
々
な
事
象

を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
、
総
合
的
に
判

断
し
て
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
全
学
年
と
も

現
行
の
７
時
限
〜
８
時
限
授
業
を
、
月
曜
〜

金
曜
を
す
べ
て
6
限
に
す
る
（
土
曜
は
4

限
）
こ
と
で
合
意
形
成
し
ま
し
た
。
１
〜
６

限
は
、
本
校
の
教
員
が
基
礎
・
基
本
の
指
導

を
徹
底
し
、
積
み
残
し
が
あ
る
生
徒
に
は
、

放
課
後
、
教
科
担
当
者
が
個
別
指
導
（
指

こ
れ
ま
で
の
学
校
と
塾
の
関
係
は
？

学
校
教
育
と
塾
産
業
の
連
携
に

つ
い
て
の
一
研
究
〔
先
行
研
究
〕

2
0
2
0
大
学
入
学
新
共
通
テ
ス
ト
に

始
ま
り
、
急
展
開
す
る

教
育
改
革
・
入
試
改
革
と
校
塾
連
携

幼
児
教
育
か
ら
初
等
・
中
等
教
育
そ
し
て

高
等
教
育
に
至
る
教
育
改
革
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
段
階
の
間
に
あ
る
入
試
を
含
む

接
続
の
問
題
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
接
続
改

革
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
脈

の
な
か
で
、
2
0
2
0
大
学
入
学
新
共
通

テ
ス
ト
の
実
施

と
国
公
私
立
大

学
の
入
試
改
革

を
捉
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

英
語
４
技
能
と

「
民
間
テ
ス

ト
」
利
用
、
新

共
通
テ
ス
ト
の

「
記
述
問

題
」
、
教
科
・

学
科
を
超
え
る

「
合
科
目
」
出

題
、
正
解
は
一

つ
で
な
い
出
題

等
々
、
新
し
い

学
力
が
問
わ
れ

る
と
と
も
に
、

受
験
に
向
け
た

学
習
指
導
と
対

策
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

そ
し
て
、
２

０
２
３
年
「
新

高
等
学
校
学
習

指
導
要
領
」
に

一
方
、
教
員
は
授
業
研
究
、
入
試
問
題
分

析
の
時
間
、
ク
ラ
ス
担
任
は
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
対
峙
す
る
時
間
を
確
保
で
き
、
今
ま
で

以
上
に
手
厚
い
指
導
が
展
開
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
た
外
部
講
師
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ス
キ
ル
を
練
磨
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
入

試
の
最
新
情
報
も
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
の
教
育
改
革
は
、
教
員
の
長

時
間
労
働
を
是
正
す
る
学
校
の
「
働
き
方
改

革
」
で
も
あ
る
の
で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

教
員
の
働
き
方
改
革
は
教
員
の
「
教
育
力
向

上
」
の
た
め
の
改
革
で
も
あ
る
の
で
す
。

毎
朝
実
施
の
10
分
テ
ス
ト
は
授
業
の
中
に

組
み
込
み
ま
す
。
5
教
科
を
教
科
で
実
施

し
、
基
本
的
に
は
単
元
ご
と
に
、
目
標
を

〝
見
え
る
化
〞
し
た
上
で
、
小
テ
ス
ト
を
行

い
、
誤
答
分
析
（
教
師
の
十
分
な
原
理
&
解

法
説
明
）
し
て
、
完
全
理
解
と
定
着
を
求
め

ま
す
。
教
科
に
よ
っ
て
特
性
が
あ
る
た
め
、

実
施
時
期
、
時
間
、
回
数
は
異
な
り
ま
す

が
、
各
回
の
試
験
で
は
前
回
の
類
題
も
含
め

て
出
題
し
、
ス
パ
イ
ラ
ル
形
式
で
積
み
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

大
学
入
試
で
は
す
で
に
、
教
科
横
断
的
、

探
究
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
問
題
が
出
題

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
教
科
間
で
の
バ
ラ
ン

ス
よ
い
習
熟
が
背
景
知
識
に
つ
な
が
り
、
入

試
対
策
と
し
て
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
。

こ
の
一
つ
一
つ
の
教
育
実
践
が
教
員
の
教
育

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
個
々
の
学
力
を
伸
ば
す
指
導
を
〝
チ
ー

ム
初
富
〞
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
の
夢
の
実
現
に
近
づ
く
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
の

「
顧
客
満
足
は
従
業
員
満
足
か
ら
」
を
学
校

の
「
生
徒
（
保
護
者
）
満
足
は
教
職
員
満
足

か
ら
」
の
試
み
を
初
芝
富
田
林
中
学
校
高
等

学
校
で
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
改
革
は
、
文
部
科

学
省
『
論
点
整
理
』
（
2
0
1
5
）
の
「
教

育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要
な
人
的
・
物

的
資
源
等
を
、
地
域
等
の
外
部
の
資
源
も
含

め
て
活
用
し
な
が
ら
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

る
」
と
符
合
し
ま
す
。
こ
れ
を
考
察
し
働
き

方
改
革
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
今
後
ま
す
ま

す
校
塾
連
携
の
可
能
性
も
拡
が
る
と
思
い
ま

す
。そ

の
校
塾
連
携
を
推
進
し
て
い
く
上
で
両

者
の
役
割
を
し
っ
か
り
棲
み
分
け
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
う
教
育
領
域
を
明
瞭
に
し
て
、
社
会
的
に

も
「
説
明
責
任
」
が
果
た
せ
る
教
育
機
関
と

し
て
の
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
校
塾
連

携
の
〝
こ
れ
か
ら
〞
を
拓
く
と
考
え
ま
す
。

校塾連携の今とこれから校塾連携の今とこれから
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図１

図2

②生徒をめぐる学校と塾の連携→コミュニティの形成

■かつてないスピードで進む教育改革と入試改革に対応するには、これまでの塾・予備校・受
験産業の学校教員を対象とした「説明会」だけでなく、教育の現場での共同研究が
必要。
■塾・予備校の先生（講師）から中学・高
校あるいは大学教員への道は、従来か
らキャリアパスのひとつだった。今も見ら
れるが様々な人材交流が、今後これま
でになく拡大。

学
校
と
塾
・
予
備
校
の
関
係
性
、
相
互
に

果
た
し
て
き
た
教
育
の
営
為
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
は
、
日
本
の
教
育
を
め
ぐ
る
重
要

な
論
点
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
幼
児
教
育

に
始
ま
り
初
等
教
育
（
小
学
校
）
か
ら
中
等

教
育
（
中
学
校
・
高
等
学
校
）
、
そ
し
て
高

等
教
育
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
）
に
連

な
る
一
貫
し
た
教
育
構
造
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
「
予
測
困
難

な
時
代
、
生
涯
学
び
続
け
る
学
生
の
育
成
」

（
学
士
課
程
答
申
：
中
央
教
育
審
議
会
）
が

謳
う
生
涯
教
育
、
社
会
教
育
に
も
及
ぶ
も
の

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

幼
児
か
ら
生
徒
そ
し
て
学
生
へ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
に
於
い
て
学
校
と
塾
・
予
備

校
は
、
相
互
に
、
か
つ
〝
分
担
的
〞
に
教
育

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
連
携
に

よ
る
教
育
効
果
の
向
上
と
新
た
な
可
能
性
が

望
め
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
「
対

立
的
」
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
塾
通
い
は
子
ど
も
の
自
由
な
時
間
を
奪

う
」
等
の
言
説
が
あ
り
、
学
校
サ
イ
ド
の

「
上
か
ら
目
線
」
の
塾
批
判
が
ま
か
り
通
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
古
い
タ
イ
プ

の
私
立
進
学
校
が
口
に
し
て
き
た
「
塾
い
ら

ず
」
は
、
私
学
の
学
費
負
担
を
「
軽
減
的
」

に
理
由
づ
け
る
説
明
方
法
の
一
つ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
の
「
塾
通

い
」
を
す
る
時
間
ま
で
学
校
に
拘
束
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
時
と
し
て
深
夜
に
及
ぶ
教
員

の
長
時
間
労
働
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
「
学

校
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
？
」
突
き
つ
け
ら
れ

た
こ
の
〝
問
〞
に
学
校
は
答
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
つ
の
〝
解
〞
が
塾
と

の
関
係
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

校
塾
連
携
の
こ
れ
ま
で
と
〝
今
〞
に
つ
い

て
の
先
行
研
究
と
し
て
「
学
校
教
育
と
塾
産

業
の
連
携
に
つ
い
て
の
一
研
究
」
日
本
教
育

大
学
院
大
学
の
特
定
研
究
費
助
成
金
に
よ
る

共
同
研
究
（
黒
石
・
高
橋
）
が
あ
り
ま
す
。

論
文
は
、
塾
と
学
校
の
連
携
の
現
状
と
し
て

６
つ
の
側
面
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
①
塾
講

師
派
遣
に
よ
る
授
業
提
供
、
②
学
校
の
受
験

生
（
生
徒
）
募
集
支
援
、
③
教
員
研
修
お
よ

び
教
員
紹
介
・
派
遣
、
④
テ
ス
ト
提
供
、
⑤

教
材
提
供
、
⑥
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

た
だ
し
、
現
状
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

し
て
い
る
部
分
と
、
学
校
と
の
関
係
維
持
・

強
化
と
い
う
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
外
で
提
供

さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、
①
学
校

教
員
と
塾
講
師
に
よ
る
研
究
会
や
塾
に
お
け

る
学
校
教
員
研
修
、
塾
か
ら
学
校
へ
の
キ
ャ

リ
ア
・
パ
ス
の
構
築
と
い
っ
た
学
校
と
塾
に

お
け
る
人
材
交
流
、
②
経
営
不
振
に
陥
っ
た

学
校
の
塾
に
よ
る
経
営
代
行
や
私
立
学
校
に

対
す
る
校
長
の
斡
旋
、
③
子
ど
も
を
中
心
と

し
た
生
徒
指
導
に
お
け
る
連
携
等
、
様
々
な

連
携
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
大
学
入
学
新
テ
ス
ト
が
始
ま

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
は
1
9
9
0

年
の
共
通
一
次
試
験
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
へ
の
〝
制
度
改
革
〞
と
は
異
な
り
ま

す
。
周
知
の
通
り
高
校
と
大
学
の
教
育
改
革

を
踏
ま
え
た
高
大
接
続
改
革
と
し
て
の
入
試

改
革
で
あ
り
、
そ
の
後
に
続
く
教
育
と
入
試

の
改
革
の
始
ま

り
で
す
。
そ
こ

で
は
、
校
塾
連

携
の
〝
こ
れ
ま

で
〞
と
〝
今
〞

を
超
え
る
可
能

性
の
拡
が
り
の

な
か
で
、
新
た

な
校
塾
連
携
の

構
築
が
問
わ
れ

る
も
の
と
考
え

ま
す
。
（
図
１

参
照
）

こ
れ
ま
で
の
学
校
と
塾
の
関
係
は
？

学
校
教
育
と
塾
産
業
の
連
携
に

つ
い
て
の
一
研
究
〔
先
行
研
究
〕

2
0
2
0
大
学
入
学
新
共
通
テ
ス
ト
に

始
ま
り
、
急
展
開
す
る

教
育
改
革
・
入
試
改
革
と
校
塾
連
携

幼
児
教
育
か
ら
初
等
・
中
等
教
育
そ
し
て

高
等
教
育
に
至
る
教
育
改
革
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
段
階
の
間
に
あ
る
入
試
を
含
む

接
続
の
問
題
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
接
続
改

革
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
脈

の
な
か
で
、
2
0
2
0
大
学
入
学
新
共
通

テ
ス
ト
の
実
施

と
国
公
私
立
大

学
の
入
試
改
革

を
捉
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

英
語
４
技
能
と

「
民
間
テ
ス

ト
」
利
用
、
新

共
通
テ
ス
ト
の

「
記
述
問

題
」
、
教
科
・

学
科
を
超
え
る

「
合
科
目
」
出

題
、
正
解
は
一

つ
で
な
い
出
題

等
々
、
新
し
い

学
力
が
問
わ
れ

る
と
と
も
に
、

受
験
に
向
け
た

学
習
指
導
と
対

策
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

そ
し
て
、
２

０
２
３
年
「
新

高
等
学
校
学
習

指
導
要
領
」
に

校塾連携の今とこれから校塾連携の今とこれから校塾連携の今とこれから校塾連携の今とこれから

教
育
（
中
学
校
・
高
等
学
校
）
、
そ
し
て
高

等
教
育
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
）
に
連

な
る
一
貫
し
た
教
育
構
造
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
「
予
測
困
難

な
時
代
、
生
涯
学
び
続
け
る
学
生
の
育
成
」

（
学
士
課
程
答
申
：
中
央
教
育
審
議
会
）
が

謳
う
生
涯
教
育
、
社
会
教
育
に
も
及
ぶ
も
の

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

幼
児
か
ら
生
徒
そ
し
て
学
生
へ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
に
於
い
て
学
校
と
塾
・
予
備

校
は
、
相
互
に
、
か
つ
〝
分
担
的
〞
に
教
育

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
連
携
に

よ
る
教
育
効
果
の
向
上
と
新
た
な
可
能
性
が

望
め
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
「
対

立
的
」
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
塾
通
い
は
子
ど
も
の
自
由
な
時
間
を
奪

う
」
等
の
言
説
が
あ
り
、
学
校
サ
イ
ド
の

「
上
か
ら
目
線
」
の
塾
批
判
が
ま
か
り
通
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
古
い
タ
イ
プ

の
私
立
進
学
校
が
口
に
し
て
き
た
「
塾
い
ら

ず
」
は
、
私
学
の
学
費
負
担
を
「
軽
減
的
」

に
理
由
づ
け
る
説
明
方
法
の
一
つ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
の
「
塾
通

い
」
を
す
る
時
間
ま
で
学
校
に
拘
束
す
る
こ
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②生徒をめぐる学校と塾の連携→コミュニティの形成

■かつてないスピードで進む教育改革と入試改革に対応するには、これまでの塾・予備校■かつてないスピードで進む教育改革と入試改革に対応するには、これまでの塾・予備校・受
験産業の学校教員を対象とした「説明会」だけでなく、教育の現場での共同研究験産業の学校教員を対象とした「説明会」だけでなく、教育の現場での共同研究が
必要。
■塾・予備校の先生（講師）から中学・高
校あるいは大学教員への道は、従来か
らキャリアパスのひとつだった。今も見ら
れるが様々な人材交流が、今後これま
でになく拡大。
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学
校
と
塾
・
予
備
校
の
関
係
性
、
相
互
に

果
た
し
て
き
た
教
育
の
営
為
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
は
、
日
本
の
教
育
を
め
ぐ
る
重
要

な
論
点
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
幼
児
教
育

に
始
ま
り
初
等
教
育
（
小
学
校
）
か
ら
中
等

教
育
（
中
学
校
・
高
等
学
校
）
、
そ
し
て
高

等
教
育
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
）
に
連

な
る
一
貫
し
た
教
育
構
造
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
「
予
測
困
難

な
時
代
、
生
涯
学
び
続
け
る
学
生
の
育
成
」

（
学
士
課
程
答
申
：
中
央
教
育
審
議
会
）
が

謳
う
生
涯
教
育
、
社
会
教
育
に
も
及
ぶ
も
の

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

幼
児
か
ら
生
徒
そ
し
て
学
生
へ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
に
於
い
て
学
校
と
塾
・
予
備

校
は
、
相
互
に
、
か
つ
〝
分
担
的
〞
に
教
育

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
連
携
に

よ
る
教
育
効
果
の
向
上
と
新
た
な
可
能
性
が

望
め
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
「
対

立
的
」
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
塾
通
い
は
子
ど
も
の
自
由
な
時
間
を
奪

う
」
等
の
言
説
が
あ
り
、
学
校
サ
イ
ド
の

「
上
か
ら
目
線
」
の
塾
批
判
が
ま
か
り
通
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
古
い
タ
イ
プ

の
私
立
進
学
校
が
口
に
し
て
き
た
「
塾
い
ら

ず
」
は
、
私
学
の
学
費
負
担
を
「
軽
減
的
」

に
理
由
づ
け
る
説
明
方
法
の
一
つ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
の
「
塾
通

い
」
を
す
る
時
間
ま
で
学
校
に
拘
束
す
る
こ

名
）
で
定
着
を
図
り
ま
す
。
中
学
の
基
礎
・

基
本
と
は
、
検
定
教
科
書
レ
ベ
ル
、
高
校

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
例
年
、
そ
の
8
割
近

く
が
出
題
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
高
1
〜
2
内

容
の
こ
と
で
す
。

発
展
的
学
習
を
望
む
生
徒
に
は
外
部
講
師

に
よ
る
特
別
講
座
（
オ
プ
シ
ョ
ン
、
校
内
予

備
校
）
を
設
定
し
、
国
公
立
2
次
（
前
中
後

期
）
対
策
ま
で
の
〝
合
格
答
案
づ
く
り
〞
を

マ
ス
タ
ー
し
て
も
ら
い
ま
す
。
講
師
は
、
予

備
校
講
師
と
受
験
指
導
に
優
れ
た
本
校
教
員

が
担
当
し
ま
す
。
勿
論
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す

か
ら
校
外
の
塾
や
予
備
校
に
行
く
の
は
自
由

で
す
。
校
内
予
備
校
は
、
７
〜
８
限
を
使
っ

て
中
３
〜
高
３
ま
で
実
施
し
、
教
科
は
英

語
・
数
学
を
基
本
と
し
ま
す
。
高
2
は
国

語
、
高
3
は
国
語
、
理
科
（
化
学
、
物
理
）

を
加
味
す
る
予
定
。
中
１
〜
２
は
、
現
在
、

取
り
組
ん
で
い
る
本
校
教
師
に
よ
る
自
主
講

座
（
英
語
・
数
学
）
を
継
続
し
ま
す
。
平
常

の
授
業
時
間
を
減
ら
す
こ
と
は
単
な
る
生
徒

の
負
担
減
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
番
の
目
的
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
図

り
、
放
課
後
7
〜
8
限
を
使
っ
て
積
み
残
し

を
解
消
す
る
、
も
し
く
は
得
意
教
科
を
さ
ら

に
伸
ば
す
と
い
う
〝
学
び
方
の
選
択
〞
を
導

入
し
、
よ
り
き
め
細
か
く
指
導
す
る
シ
ス
テ

ム
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
&
ビ
ル
ド
に
し
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
（
図
３
参
照
）

共通共通

と
に
よ
っ
て
、
時
と
し
て
深
夜
に
及
ぶ
教
員

の
長
時
間
労
働
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
「
学

校
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
？
」
突
き
つ
け
ら
れ

た
こ
の
〝
問
〞
に
学
校
は
答
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
つ
の
〝
解
〞
が
塾
と

の
関
係
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

校
塾
連
携
の
こ
れ
ま
で
と
〝
今
〞
に
つ
い

て
の
先
行
研
究
と
し
て
「
学
校
教
育
と
塾
産

業
の
連
携
に
つ
い
て
の
一
研
究
」
日
本
教
育

大
学
院
大
学
の
特
定
研
究
費
助
成
金
に
よ
る

共
同
研
究
（
黒
石
・
高
橋
）
が
あ
り
ま
す
。

論
文
は
、
塾
と
学
校
の
連
携
の
現
状
と
し
て

６
つ
の
側
面
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
①
塾
講

師
派
遣
に
よ
る
授
業
提
供
、
②
学
校
の
受
験

生
（
生
徒
）
募
集
支
援
、
③
教
員
研
修
お
よ

び
教
員
紹
介
・
派
遣
、
④
テ
ス
ト
提
供
、
⑤

教
材
提
供
、
⑥
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

た
だ
し
、
現
状
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

し
て
い
る
部
分
と
、
学
校
と
の
関
係
維
持
・

強
化
と
い
う
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
外
で
提
供

さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、
①
学
校

教
員
と
塾
講
師
に
よ
る
研
究
会
や
塾
に
お
け

る
学
校
教
員
研
修
、
塾
か
ら
学
校
へ
の
キ
ャ

リ
ア
・
パ
ス
の
構
築
と
い
っ
た
学
校
と
塾
に

お
け
る
人
材
交
流
、
②
経
営
不
振
に
陥
っ
た

学
校
の
塾
に
よ
る
経
営
代
行
や
私
立
学
校
に

対
す
る
校
長
の
斡
旋
、
③
子
ど
も
を
中
心
と

し
た
生
徒
指
導
に
お
け
る
連
携
等
、
様
々
な

連
携
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
大
学
入
学
新
テ
ス
ト
が
始
ま

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
は
1
9
9
0

年
の
共
通
一
次
試
験
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
へ
の
〝
制
度
改
革
〞
と
は
異
な
り
ま

す
。
周
知
の
通
り
高
校
と
大
学
の
教
育
改
革

を
踏
ま
え
た
高
大
接
続
改
革
と
し
て
の
入
試

改
革
で
あ
り
、
そ
の
後
に
続
く
教
育
と
入
試

の
改
革
の
始
ま

り
で
す
。
そ
こ

で
は
、
校
塾
連

携
の
〝
こ
れ
ま

で
〞
と
〝
今
〞

を
超
え
る
可
能

性
の
拡
が
り
の

な
か
で
、
新
た

な
校
塾
連
携
の

構
築
が
問
わ
れ

る
も
の
と
考
え

ま
す
。
（
図
１

参
照
）

よ
る
大
学
入
試
が
実
施
さ
れ
、
2
0
2
4
年

以
降
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
統
計
等
の

情
報
科
目
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
先
に
は
A
I
が
進
展
す
る
な

か
で
教
育
の
劇
的
な
変
化
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
各
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
急
速
な
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
学
校
は
こ
の
変
化
の
ス
ピ

ー
ド
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

学
校
と
塾
・
予
備
校
・
受
験
産
業
・
民
間
教

育
機
関
と
の
新
た
な
連
携
が
必
然
的
に
求
め

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
前
頁
図
２
参
照
）

先
日
、
某
出
版
社
主
催
の
リ
ー
ダ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
教
育
I
C
T
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
経
済
産
業
省

の
浅
野
大
介
氏
が
登
壇
さ
れ
「
未
来
の
教

室
」
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
学
習

者
が
主
体
的
で
「
個
別
最
適
化
」
さ
れ
た
学

び
を
得
る
た
め
の
「
一
斉
・
画
一
型
の
教
育

方
式
」
へ
の
挑
戦
、
こ
れ
こ
そ
塾
の
教
育
が

実
践
し
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

「
未
来
の
教
室
」
は
、
大
学
教
育
の
未
来
を

考
え
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
す
。
自

身
が
会
長
を
務
め
る
「
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
教
育
学
会
」
の
全
国
研
究
大
会

（
2
0
1
9
年
6
月
）
の
テ
ー
マ
に
す
る
予

定
で
す
。

今
春
、
初
芝
富
田
林
中
学
高
等
学
校
に
平

井
校
長
が
赴
任
し
、
常
務
理
事
小
畑
と
と
も

に
教
育
と
学
校
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
立
命
館
グ
ル
ー
プ

の
学
校
と
し
て
、
大
阪
府
南
部
に
確
固
と
し

た
地
位
を
占
め
る
進
学
校
の
復
活
と
新
た
な

教
育
を
創
造
す
る
学
校
づ
く
り
」
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
と
そ
の
成
果

に
つ
い
て
全
面
的
に
精
査
し
ま
し
た
。
創
立

34
年
の
学
校
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
学
校
評

価
を
軸
に
、
有
識
者
、
卒
業
生
、
保
護
者
会

本
部
役
員
等
と
懇
談
会
を
設
け
て
議
論
す
る

と
と
も
に
、
塾
の
先
生
方
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。
勿
論
、
本
校
の
先
生
と

密
接
に
対
話
・
議
論
す
る
な
か
で
現
状
の
課

題
を
整
理
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
定
着
度
」
で
は
な
く
、

「
量
の
消
化
度
」
で
先
に
進
む
傾
向
が
あ

り
、
生
徒
は
量
を
処
理
す
る
こ
と
に
追
わ

れ
、
定
着
度
が
低
く
な
り
、
大
学
合
格
と
い

う
進
路
保
障
に
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
、
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
改
善
す
べ
き
点
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
順
次
、
〝
大
胆
か
つ
柔
軟
に
〞
対
応
し

て
改
革
を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、
全
教
職
員

が
〝
チ
ー
ム
学
校
〞
を
意
識
し
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
が
確
か
な
〝
伸
び
〞
を
実
感
で
き

る
授
業
を
提
供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し

ま
し
た
。

在
校
生
の
教
科
別
到
達
度
状
況
（
偏
差
値

推
移
）
、
卒
業
生
の
進
路
状
況
、
次
期
学
習

指
導
要
領
、
働
き
方
改
革
等
、
様
々
な
事
象

を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
、
総
合
的
に
判

断
し
て
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
全
学
年
と
も

現
行
の
７
時
限
〜
８
時
限
授
業
を
、
月
曜
〜

金
曜
を
す
べ
て
6
限
に
す
る
（
土
曜
は
4

限
）
こ
と
で
合
意
形
成
し
ま
し
た
。
１
〜
６

限
は
、
本
校
の
教
員
が
基
礎
・
基
本
の
指
導

を
徹
底
し
、
積
み
残
し
が
あ
る
生
徒
に
は
、

放
課
後
、
教
科
担
当
者
が
個
別
指
導
（
指

７
時
限
授
業
を
6
時
限
授
業
へ
　

生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
す
時
間
を
創
出

教
育
改
革
は
教
員
の
働
き
方
改
革
、

そ
し
て
、
働
き
方
改
革
は
教
員
の

「
教
育
力
向
上
」
改
革
で
す

幼
児
教
育
か
ら
初
等
・
中
等
教
育
そ
し
て

高
等
教
育
に
至
る
教
育
改
革
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
段
階
の
間
に
あ
る
入
試
を
含
む

接
続
の
問
題
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
接
続
改

革
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
脈

の
な
か
で
、
2
0
2
0
大
学
入
学
新
共
通

テ
ス
ト
の
実
施

と
国
公
私
立
大

学
の
入
試
改
革

を
捉
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

英
語
４
技
能
と

「
民
間
テ
ス

ト
」
利
用
、
新

共
通
テ
ス
ト
の

「
記
述
問

題
」
、
教
科
・

学
科
を
超
え
る

「
合
科
目
」
出

題
、
正
解
は
一

つ
で
な
い
出
題

等
々
、
新
し
い

学
力
が
問
わ
れ

る
と
と
も
に
、

受
験
に
向
け
た

学
習
指
導
と
対

策
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

そ
し
て
、
２

０
２
３
年
「
新

高
等
学
校
学
習

指
導
要
領
」
に

一
方
、
教
員
は
授
業
研
究
、
入
試
問
題
分

析
の
時
間
、
ク
ラ
ス
担
任
は
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
対
峙
す
る
時
間
を
確
保
で
き
、
今
ま
で

以
上
に
手
厚
い
指
導
が
展
開
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
た
外
部
講
師
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ス
キ
ル
を
練
磨
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
入

試
の
最
新
情
報
も
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
の
教
育
改
革
は
、
教
員
の
長

時
間
労
働
を
是
正
す
る
学
校
の
「
働
き
方
改

革
」
で
も
あ
る
の
で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

教
員
の
働
き
方
改
革
は
教
員
の
「
教
育
力
向

上
」
の
た
め
の
改
革
で
も
あ
る
の
で
す
。

毎
朝
実
施
の
10
分
テ
ス
ト
は
授
業
の
中
に

組
み
込
み
ま
す
。
5
教
科
を
教
科
で
実
施

し
、
基
本
的
に
は
単
元
ご
と
に
、
目
標
を

〝
見
え
る
化
〞
し
た
上
で
、
小
テ
ス
ト
を
行

い
、
誤
答
分
析
（
教
師
の
十
分
な
原
理
&
解

法
説
明
）
し
て
、
完
全
理
解
と
定
着
を
求
め

ま
す
。
教
科
に
よ
っ
て
特
性
が
あ
る
た
め
、

実
施
時
期
、
時
間
、
回
数
は
異
な
り
ま
す

が
、
各
回
の
試
験
で
は
前
回
の
類
題
も
含
め

て
出
題
し
、
ス
パ
イ
ラ
ル
形
式
で
積
み
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

大
学
入
試
で
は
す
で
に
、
教
科
横
断
的
、

探
究
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
問
題
が
出
題

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
教
科
間
で
の
バ
ラ
ン

ス
よ
い
習
熟
が
背
景
知
識
に
つ
な
が
り
、
入

試
対
策
と
し
て
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
。

こ
の
一
つ
一
つ
の
教
育
実
践
が
教
員
の
教
育

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
個
々
の
学
力
を
伸
ば
す
指
導
を
〝
チ
ー

ム
初
富
〞
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
の
夢
の
実
現
に
近
づ
く
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
の

「
顧
客
満
足
は
従
業
員
満
足
か
ら
」
を
学
校

の
「
生
徒
（
保
護
者
）
満
足
は
教
職
員
満
足

か
ら
」
の
試
み
を
初
芝
富
田
林
中
学
校
高
等

学
校
で
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
改
革
は
、
文
部
科

学
省
『
論
点
整
理
』
（
2
0
1
5
）
の
「
教

育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要
な
人
的
・
物

的
資
源
等
を
、
地
域
等
の
外
部
の
資
源
も
含

め
て
活
用
し
な
が
ら
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

る
」
と
符
合
し
ま
す
。
こ
れ
を
考
察
し
働
き

方
改
革
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
今
後
ま
す
ま

す
校
塾
連
携
の
可
能
性
も
拡
が
る
と
思
い
ま

す
。そ

の
校
塾
連
携
を
推
進
し
て
い
く
上
で
両

者
の
役
割
を
し
っ
か
り
棲
み
分
け
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
う
教
育
領
域
を
明
瞭
に
し
て
、
社
会
的
に

も
「
説
明
責
任
」
が
果
た
せ
る
教
育
機
関
と

し
て
の
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
校
塾
連

携
の
〝
こ
れ
か
ら
〞
を
拓
く
と
考
え
ま
す
。

大阪初芝学園常務理事
関西文理学院（予備校）進学指導部
長。大学受験誌「栄冠をめざして」発刊
に関わる。立命館大学入試部長。入試
改革に取組み「志願者10万名入試」達
成。和歌山大学副学長、国立大学初の
観光学部を設置、教授。追手門学院大
学社会学部教授・学部長、教職教育支
援センター長などを歴任。神戸山手大学
客員教授。日本観光ホスピタリティ教育
学会会長。学校法人立命館評議員。

初芝富田林中学校高等学校校
長、大阪市教育委員
私学教育一筋。私立中高の学校経営
や英語教育に精通。京都、兵庫の名門
私立中学校高等学校の要職を歴任し、
斬新な組織改革で進学実績や学校評
価をV字回復させてきた。国際教育学会
理事、全国英語教育研究団体連合会 
理事（近畿地区）、京都府英語教育研
究会連合会連絡協議会会長歴任。大
阪初芝学園理事。
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初
芝
富
田
林
中
学
校
高
等
学
校
の
試
み

校
塾
連
携
の〝
こ
れ
か
ら
〞

図3　「はつとん」校塾連携モデル

●小畑力人氏　プロフィール●平井正朗氏　プロフィール

塾・予備校と連携、放課後の自由参加型「はつとんゼミ」です。
中学１年～中学２年「校内特別講座」⇒苦手分野の克服や得意科目の伸長。
中学3年～高校3年「学内予備校」⇒新テストで問われる思考力・判断力・表現力育成。
高校3年は大学受験のノウハウを持つ塾ならではの志望校別指導を4教科で実施。
教員と塾講師が進捗状況や問題点の情報を共有、保護者にも定期的に報告。

名
）
で
定
着
を
図
り
ま
す
。
中
学
の
基
礎
・

基
本
と
は
、
検
定
教
科
書
レ
ベ
ル
、
高
校

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
例
年
、
そ
の
8
割
近

く
が
出
題
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
高
1
〜
2
内

容
の
こ
と
で
す
。

発
展
的
学
習
を
望
む
生
徒
に
は
外
部
講
師

に
よ
る
特
別
講
座
（
オ
プ
シ
ョ
ン
、
校
内
予

備
校
）
を
設
定
し
、
国
公
立
2
次
（
前
中
後

期
）
対
策
ま
で
の
〝
合
格
答
案
づ
く
り
〞
を

マ
ス
タ
ー
し
て
も
ら
い
ま
す
。
講
師
は
、
予

備
校
講
師
と
受
験
指
導
に
優
れ
た
本
校
教
員

が
担
当
し
ま
す
。
勿
論
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す

か
ら
校
外
の
塾
や
予
備
校
に
行
く
の
は
自
由

で
す
。
校
内
予
備
校
は
、
７
〜
８
限
を
使
っ

て
中
３
〜
高
３
ま
で
実
施
し
、
教
科
は
英

語
・
数
学
を
基
本
と
し
ま
す
。
高
2
は
国

語
、
高
3
は
国
語
、
理
科
（
化
学
、
物
理
）

を
加
味
す
る
予
定
。
中
１
〜
２
は
、
現
在
、

取
り
組
ん
で
い
る
本
校
教
師
に
よ
る
自
主
講

座
（
英
語
・
数
学
）
を
継
続
し
ま
す
。
平
常

の
授
業
時
間
を
減
ら
す
こ
と
は
単
な
る
生
徒

の
負
担
減
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
番
の
目
的
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
図

り
、
放
課
後
7
〜
8
限
を
使
っ
て
積
み
残
し

を
解
消
す
る
、
も
し
く
は
得
意
教
科
を
さ
ら

に
伸
ば
す
と
い
う
〝
学
び
方
の
選
択
〞
を
導

入
し
、
よ
り
き
め
細
か
く
指
導
す
る
シ
ス
テ

ム
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
&
ビ
ル
ド
に
し
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
（
図
３
参
照
）

よ
る
大
学
入
試
が
実
施
さ
れ
、
2
0
2
4
年

以
降
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
統
計
等
の

情
報
科
目
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
先
に
は
A
I
が
進
展
す
る
な

か
で
教
育
の
劇
的
な
変
化
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
各
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
急
速
な
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
学
校
は
こ
の
変
化
の
ス
ピ

ー
ド
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

学
校
と
塾
・
予
備
校
・
受
験
産
業
・
民
間
教

育
機
関
と
の
新
た
な
連
携
が
必
然
的
に
求
め

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
前
頁
図
２
参
照
）

先
日
、
某
出
版
社
主
催
の
リ
ー
ダ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
教
育
I
C
T
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
経
済
産
業
省

の
浅
野
大
介
氏
が
登
壇
さ
れ
「
未
来
の
教

室
」
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
学
習

者
が
主
体
的
で
「
個
別
最
適
化
」
さ
れ
た
学

び
を
得
る
た
め
の
「
一
斉
・
画
一
型
の
教
育

方
式
」
へ
の
挑
戦
、
こ
れ
こ
そ
塾
の
教
育
が

実
践
し
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

「
未
来
の
教
室
」
は
、
大
学
教
育
の
未
来
を

考
え
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
す
。
自

身
が
会
長
を
務
め
る
「
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
教
育
学
会
」
の
全
国
研
究
大
会

（
2
0
1
9
年
6
月
）
の
テ
ー
マ
に
す
る
予

定
で
す
。

今
春
、
初
芝
富
田
林
中
学
高
等
学
校
に
平

井
校
長
が
赴
任
し
、
常
務
理
事
小
畑
と
と
も

に
教
育
と
学
校
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
立
命
館
グ
ル
ー
プ

の
学
校
と
し
て
、
大
阪
府
南
部
に
確
固
と
し

た
地
位
を
占
め
る
進
学
校
の
復
活
と
新
た
な

教
育
を
創
造
す
る
学
校
づ
く
り
」
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
と
そ
の
成
果

に
つ
い
て
全
面
的
に
精
査
し
ま
し
た
。
創
立

34
年
の
学
校
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
学
校
評

価
を
軸
に
、
有
識
者
、
卒
業
生
、
保
護
者
会

本
部
役
員
等
と
懇
談
会
を
設
け
て
議
論
す
る

と
と
も
に
、
塾
の
先
生
方
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。
勿
論
、
本
校
の
先
生
と

密
接
に
対
話
・
議
論
す
る
な
か
で
現
状
の
課

題
を
整
理
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
定
着
度
」
で
は
な
く
、

「
量
の
消
化
度
」
で
先
に
進
む
傾
向
が
あ

り
、
生
徒
は
量
を
処
理
す
る
こ
と
に
追
わ

れ
、
定
着
度
が
低
く
な
り
、
大
学
合
格
と
い

う
進
路
保
障
に
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
、
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
改
善
す
べ
き
点
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
順
次
、
〝
大
胆
か
つ
柔
軟
に
〞
対
応
し

て
改
革
を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、
全
教
職
員

が
〝
チ
ー
ム
学
校
〞
を
意
識
し
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
が
確
か
な
〝
伸
び
〞
を
実
感
で
き

る
授
業
を
提
供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し

ま
し
た
。

在
校
生
の
教
科
別
到
達
度
状
況
（
偏
差
値

推
移
）
、
卒
業
生
の
進
路
状
況
、
次
期
学
習

指
導
要
領
、
働
き
方
改
革
等
、
様
々
な
事
象

を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
、
総
合
的
に
判

断
し
て
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
全
学
年
と
も

現
行
の
７
時
限
〜
８
時
限
授
業
を
、
月
曜
〜

金
曜
を
す
べ
て
6
限
に
す
る
（
土
曜
は
4

限
）
こ
と
で
合
意
形
成
し
ま
し
た
。
１
〜
６

限
は
、
本
校
の
教
員
が
基
礎
・
基
本
の
指
導

を
徹
底
し
、
積
み
残
し
が
あ
る
生
徒
に
は
、

放
課
後
、
教
科
担
当
者
が
個
別
指
導
（
指

７
時
限
授
業
を
6
時
限
授
業
へ
　

生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
す
時
間
を
創
出

教
育
改
革
は
教
員
の
働
き
方
改
革
、

そ
し
て
、
働
き
方
改
革
は
教
員
の

「
教
育
力
向
上
」
改
革
で
す

一
方
、
教
員
は
授
業
研
究
、
入
試
問
題
分

析
の
時
間
、
ク
ラ
ス
担
任
は
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
対
峙
す
る
時
間
を
確
保
で
き
、
今
ま
で

以
上
に
手
厚
い
指
導
が
展
開
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
た
外
部
講
師
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ス
キ
ル
を
練
磨
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
入

試
の
最
新
情
報
も
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
の
教
育
改
革
は
、
教
員
の
長

時
間
労
働
を
是
正
す
る
学
校
の
「
働
き
方
改

革
」
で
も
あ
る
の
で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

教
員
の
働
き
方
改
革
は
教
員
の
「
教
育
力
向

上
」
の
た
め
の
改
革
で
も
あ
る
の
で
す
。

毎
朝
実
施
の
10
分
テ
ス
ト
は
授
業
の
中
に

組
み
込
み
ま
す
。
5
教
科
を
教
科
で
実
施

し
、
基
本
的
に
は
単
元
ご
と
に
、
目
標
を

〝
見
え
る
化
〞
し
た
上
で
、
小
テ
ス
ト
を
行

い
、
誤
答
分
析
（
教
師
の
十
分
な
原
理
&
解

法
説
明
）
し
て
、
完
全
理
解
と
定
着
を
求
め

ま
す
。
教
科
に
よ
っ
て
特
性
が
あ
る
た
め
、

実
施
時
期
、
時
間
、
回
数
は
異
な
り
ま
す

が
、
各
回
の
試
験
で
は
前
回
の
類
題
も
含
め

て
出
題
し
、
ス
パ
イ
ラ
ル
形
式
で
積
み
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

大
学
入
試
で
は
す
で
に
、
教
科
横
断
的
、

探
究
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
問
題
が
出
題

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
教
科
間
で
の
バ
ラ
ン

ス
よ
い
習
熟
が
背
景
知
識
に
つ
な
が
り
、
入

試
対
策
と
し
て
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
。

こ
の
一
つ
一
つ
の
教
育
実
践
が
教
員
の
教
育

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
個
々
の
学
力
を
伸
ば
す
指
導
を
〝
チ
ー

ム
初
富
〞
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
の
夢
の
実
現
に
近
づ
く
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
の

「
顧
客
満
足
は
従
業
員
満
足
か
ら
」
を
学
校

の
「
生
徒
（
保
護
者
）
満
足
は
教
職
員
満
足

か
ら
」
の
試
み
を
初
芝
富
田
林
中
学
校
高
等

学
校
で
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
改
革
は
、
文
部
科

学
省
『
論
点
整
理
』
（
2
0
1
5
）
の
「
教

育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要
な
人
的
・
物

的
資
源
等
を
、
地
域
等
の
外
部
の
資
源
も
含

め
て
活
用
し
な
が
ら
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

る
」
と
符
合
し
ま
す
。
こ
れ
を
考
察
し
働
き

方
改
革
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
今
後
ま
す
ま

す
校
塾
連
携
の
可
能
性
も
拡
が
る
と
思
い
ま

す
。そ

の
校
塾
連
携
を
推
進
し
て
い
く
上
で
両

者
の
役
割
を
し
っ
か
り
棲
み
分
け
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
う
教
育
領
域
を
明
瞭
に
し
て
、
社
会
的
に

も
「
説
明
責
任
」
が
果
た
せ
る
教
育
機
関
と

し
て
の
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
校
塾
連

携
の
〝
こ
れ
か
ら
〞
を
拓
く
と
考
え
ま
す
。
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図3　「はつとん」校塾連携モデル

●小畑力人氏　プロフィール●平井正朗氏　プロフィール

塾・予備校と連携、放課後の自由参加型「はつとんゼミ」です。
中学１年～中学２年「校内特別講座」⇒苦手分野の克服や得意科目の伸長。
中学3年～高校3年「学内予備校」⇒新テストで問われる思考力・判断力・表現力育成。
高校3年は大学受験のノウハウを持つ塾ならではの志望校別指導を4教科で実施。
教員と塾講師が進捗状況や問題点の情報を共有、保護者にも定期的に報告。
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